
３
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24
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笹
渡
保
育
園
卒
園
式

49
回
目
、
最
後
の
卒
園
式
―
―
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写真特集　笹渡保育園閉園半世紀の 歴史に幕卒園式

閉園式

　

笹
渡
保
育
園
の
特
徴
で
あ

る
少
人
数
で
の
異
な
る
年
齢

児
保
育
は
、
小
さ
い
子
を
い

た
わ
る
優
し
い
気
持
ち
、
そ

し
て
た
く
ま
し
さ
と
豊
か
な

心
、
生
き
る
力
を
育
ん
で
き

ま
し
た
。
ま
た
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
を
生
か
し
た
遊
び
場

は
、
他
で
は
で
き
な
い
体
験

と
育
ち
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
行
事
の
中
で
の
保

護
者
の
方
々
、
地
域
の
方
々

と
の
つ
な
が
り
の
深
さ
も
特

徴
の
一
つ
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
一

生
懸
命
な
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
の
姿
を
た
く
さ
ん
見
て

き
た
園
児
は
、
心
か
ら
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
え
る
子
ど

も
た
ち
で
す
。
そ
ん
な
素
敵

な
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の

　昭和48年の開設から、49年の歴史と伝統を有する笹渡保育園が、３月31日を最後

に閉園しました。地域の皆さまにも温かく見守られ、350人の卒園児を送り出しました。

　卒園式・閉園式の様子と、最後の１年間を過ごした園児７人の元気な姿を、写真で

振り返ります。

笹渡保育園

中村　由
ゆ

季
き

　園長

伝
統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

新
た
な
旅
立
ち
に
大
き
く
羽

ば
た
い
て
く
れ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
園
の
運
営
に

ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
保
護
者
の
方
々
や
地
域

の
皆
さ
ま
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
全
て
の
方
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

笹
渡
保
育
園
で
最
後
と

な
っ
た
49
回
目
の
卒
園
式

で
は
、
２
人
の
卒
園
児
が

最
年
長
児
と
し
て
手
本
を

見
せ
る
よ
う
な
姿
勢
と
あ

い
さ
つ
で
、
保
育
証
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
の

後
は
在
園
児
と
お
別
れ
の

言
葉
を
掛
け
合
い
、
別
れ

を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

卒
園
式
に
続
け
て
行
わ

れ
た
閉
園
式
で
は
、
保
護

者
を
代
表
し
て
田
中
大だ

い
ゆ
う祐

さ
ん
（
笹
渡
）
が
「
ホ
ー

ル
一
杯
で
お
昼
寝
し
た
こ

と
を
思
い
出
す
」
と
入
園

当
時
を
回
想
。
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
も
上
映
さ
れ
、
こ

の
１
年
間
の
思
い
出
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

3 広報かるまい
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

▼
一
般
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
３
回

目
接
種
の
推
進
（
３
月
で
接
種
完
了

す
る
よ
う
進
行
）　

▼
５
〜
11
歳
を

対
象
に
し
た
１
回
目
接
種
を
、
64
歳

以
下
の
接
種
と
同
時
に
進
行

か
る
ま
い
交
流
駅（
仮
称
）整
備
事
業

▼
建
設
工
事
の
継
続
（
令
和
５
年
７

月
25
日
の
見
通
し
）　

▼
関
係
機
関

や
団
体
と
連
携
し
た
開
館
準
備
の
推

進※ 

医
療
廃
棄
物
撤
去
処
分
等
に
要
し

た
費
用
負
担
の
協
議
は
代
理
弁
護

士
に
依
頼
し
て
い
る
。

豊
か
な
自
然
と

美
し
い
景
観
の
ま
ち
づ
く
り

▼
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
デ
ー
の
継
続　

▼
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
事
業
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
植
栽
事
業
の
周
知
強

化　

▼
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設「
軽
米
・

高
家
太
陽
光
発
電
所
」
の
売
電
開
始

に
向
け
た
工
事
推
進　

▼
「
脱
炭
素

先
行
地
域
」
選
定
へ
の
取
組
み
推
進

▼
電
気
自
動
車
の
購
入
、
家
庭
用
太

陽
光
発
電
設
備
の
整
備
費
用
を
補
助

す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
事
業
費

補
助
金
」
の
継
続　

一
人
一
人
が

い
き
い
き
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

▼
豊
か
な
学
習
機
会
や
情
報
提
供
に

よ
る
主
体
的
な
生
涯
学
習
活
動
の
支

援　

▼
高
齢
者
へ
の
学
習
内
容
の
充

実
、
社
会
参
加
の
推
進　

▼
集
団
健

診
、
個
別
検
診
に
よ
る
健
診
体
制
の

拡
充　

▼
糖
尿
病
の
重
症
化
や
脳
卒

中
を
予
防
す
る
事
業
の
実
施　

▼
家

庭
訪
問
事
業
、
相
談
体
制
の
強
化
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
等
に
よ
る

自
殺
対
策　

▼
高
齢
者
保
健
事
業
と

介
護
予
防
事
業
の
一
体
的
な
取
組
に

よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防　

▼
医
療
費
の

適
正
化　

▼
認
知
症
へ
の
理
解
、
地

域
で
の
助
け
合
い
・
支
え
合
い
の
意

識
啓
発　

▼
常
設
型
居
場
所
「
ト
コ

ト
コ
か
る
ま
い
広
場
」
の
支
援　

▼

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進　

▼
自
立
支
援
給
付
、
地
域
生
活
支
援

事
業
等
に
よ
る
障
が
い
者
支
援

子
育
て
環
境
日
本
一
を

目
指
す
ま
ち
づ
く
り

▼
母
子
の
個
別
プ
ラ
ン
の
作
成　

▼

子
育
て
に
関
す
る
研
修
会
の
実
施　

▼
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
す
る
医
療

費
助
成
の
継
続　

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
継
続　

▼

妊
産
婦
健
診
に
係
る
交
通
費
助
成
継

続　

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
タ
イ
ム

リ
ー
な
子
育
て
情
報
の
発
信　

▼
児

童
ク
ラ
ブ
送
迎
事
業
の
継
続　

▼
保

育
料
の
完
全
無
料
化　

▼
笹
渡
保
育

園
と
小
軽
米
保
育
園
の
統
合
に
よ
る

社
会
的
教
育
環
境
の
充
実　

▼
学
力

向
上
支
援
員
と
特
別
支
援
員
を
全
学

校
に
継
続
配
置　

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

効
果
的
な
活
用　

▼
中
学
生
ま
で
の

給
食
費
完
全
無
料
化　

▼
食
材
の
地

産
地
消
と
郷
土
食
の
メ
ニ
ュ
ー
化　

▼
通
学
補
助
の
拡
充
等
に
よ
る
軽
米

高
校
支
援　

▼
安
心
安
全
な
公
園
整

備
に
向
け
た
検
討

資
源
を
活
か
し
た

地
域
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

▼
関
係
機
関
と
連
携
し
た「（
仮
称
）

プ
レ
ミ
ア
ム
か
る
ま
い
ブ
ラ
ン
ド
認

証
商
品
」
確
立
の
検
討　

▼
町
の
資

源
の
６
次
産
業
化　

▼
生
分
解
性
マ

ル
チ
購
入
経
費
の
補
助　

▼
地
域
農

業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
担
い

手
の
農
地
集
積　

▼
親
元
就
農
給
付

金
事
業
に
よ
る
担
い
手
の
確
保
・
育

成　

▼
森
林
資
源
の
有
効
活
用　

▼

広
葉
樹
里
山
森
林
資
源
活
用
事
業
等

の
継
続　

▼
大
規
模
養
鶏
団
地
、
大

規
模
園
芸
施
設
の
誘
致　

▼
商
工
会

や
商
店
街
活
動
の
維
持
、
経
営
基
盤

の
強
化　

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
町
内

共
通
商
品
券
の
発
行　

▼
「
か
る
ま

い
交
流
駅
（
仮
称
）」
を
活
用
し
た

魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
創
出　

多
様
な
交
流
が
生
ま
れ
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

▼
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
創
意
工
夫
を
加

え
、
交
流
人
口
拡
大
を
目
指
す　

▼

広
域
連
携
に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
、
情
報

発
信
の
強
化　

▼
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
募
集　

▼
首
都
圏
で
の
移
住
イ

ベ
ン
ト
で
町
を
Ｐ
Ｒ　

▼
空
き
家
活

用
へ
の
補
助
金　

▼
移
住
体
験
補
助

金
の
創
設　

▼
地
域
活
性
化
起
業
人

の
活
用　

▼
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

共
に
支
え
合
う

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

▼
高
齢
者
と
子
ど
も
を
重
点
と
し
た

交
通
安
全
教
室
の
開
催
、
街
頭
啓
発

活
動
の
実
施　

▼
国
土
強
靭
化
計
画

に
基
づ
く
災
害
対
応
の
推
進　

▼
自

主
防
災
組
織
の
結
成
・
活
動
支
援　

▼
防
災
士
の
資
格
取
得
支
援
継
続　

▼
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
更
新
（
第

２
分
団
第
２
部
）　

▼
一
戸
町
と
共

同
で
生
ご
み
消
滅
処
理
事
業
の
試
験

実
施　

▼
「
高
齢
者
等
ご
み
出
し
支

援
事
業
」
の
創
設　

▼
町
道
参
勤
街

道
線
な
ど
の
整
備　

▼
町
営
住
宅
の

建
設
（
戸
建
て
12
棟
）　

▼
一
般
住

宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
工
事
へ

の
助
成　

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励

事
業
の
交
付
限
度
額
の
見
直
し　

▼

効
率
的
な
水
道
事
業
の
運
営　

▼
水

道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理　

▼
地

域
活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
で
の
地

域
活
動
支
援　

▼
若
者
会
議
の
開
催

社
会
変
化
に
対
応
し
た

行
財
政
運
営

▼
健
全
な
財
政
運
営　

▼
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の

推
進　

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
変
化
に
対

応
し
た
広
報
・
情
報
発
信
媒
体
の
有

効
活
用　

▼
職
員
数
の
減
少
を
踏
ま

え
た
機
構
改
革　

令和４年度の新規事業

自身でのごみ出しが困難な世
帯から排出される一般廃棄物
を戸別に収集します。高齢者
や障害者の、住み慣れた地域
での自立した日常生活の支援
を目的に実施します。

軽米町の
施政方針

令和４年度

２月28日から開かれた町議会定例会で、
山本賢一町長が令和４年度の施政方針を述
べ、本年度にかける決意を表明しました。
施政方針の要旨をお伝えします。

高齢者ごみ出し支援事業　予算額1,161万円
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学
校
教
育
の
充
実

▼
学
習
指
導
要
領
に
的
確
に
対
応
し

た
「
わ
か
る
授
業
」
の
実
現　

▼
学

校
訪
問
指
導
、
研
修
等
の
充
実
に
よ

る
教
員
の
授
業
力
向
上　

▼
全
学
校

に
学
力
向
上
支
援
員
を
継
続
配
置　

▼
夏
休
み
・
冬
休
み
期
間
で
の
学
習

会
の
開
催　

▼
英
語
・
漢
字
・
数
学

検
定
の
受
検
料
を
助
成　

▼
新
聞
教

育
の
継
続　

▼
職
場
体
験
学
習
の
実

施　

▼
小
学
校
・
中
学
校
に
外
国
語

指
導
助
手
を
配
置　

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
効
果
的
に
活
用
し
た
授
業
づ
く
り

の
た
め
の
研
修
を
充
実　

▼
道
徳
教

育
の
充
実　

▼
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

福
祉
関
係
機
関
と
連
携
し
、
児
童
生

徒
に
寄
り
添
っ
た
教
育
相
談
体
制
を

確
立　

▼
児
童
生
徒
に
対
す
る
注
意

深
い
見
守
り
と
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー

ト
や
面
談
の
実
施
に
よ
る
い
じ
め
の

防
止　

▼
身
近
な
自
然
の
観
察
や
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
の
体
験
活
動
に
よ
る

環
境
教
育
の
推
進　

▼
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
習
慣
づ
く
り
を
推
進　

▼
通

学
路
の
危
険
箇
所
の
情
報
共
有
・
見

守
り
活
動
の
強
化　

▼
発
達
段
階
に

応
じ
た
栄
養
管
理
と
地
産
地
消
を
取

り
入
れ
た
食
育
指
導
の
推
進　

▼
特

別
支
援
教
育
の
充
実　

▼
全
学
校
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
開
始

▼
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
通
信

な
ど
で
積
極
的
に
情
報
を
発
信　

▼

各
学
校
の
要
望
に
沿
っ
た
備
品
整
備

▼
中
高
６
年
間
を
見
通
し
た
地
域
学

習
（
か
る
ま
い
学
）
の
取
組
み
や
交

流
授
業
の
実
施　

▼
軽
米
高
等
学
校

存
続
の
た
め
、
質
の
高
い
学
習
活
動

な
ど
を
支
援　

▼
実
践
的
な
教
員
研

修
を
実
施　

生
涯
学
習
の
推
進

▼
協
働
参
画
に
よ
る
生
涯
学
習
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進　

▼
生
涯
学
習
カ

レ
ン
ダ
ー
の
全
戸
配
布　

▼
自
治
公

民
館
活
動
等
地
域
で
の
生
涯
学
習
活

動
を
支
援　

▼
子
ど
も
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
家
庭
教
育
学
級
を
開
催　

▼
学
校
図
書
の
活
用
促
進　

▼
音
更

町
相
互
訪
問
研
修
会
や
子
ど
も
会

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な
ど
体
験
的
な
活

動
機
会
の
提
供　

▼
寿
大
学
の
学
習

内
容
充
実　

▼
放
課
後
の
児
童
の
安

心
安
全
な
居
場
所
づ
く
り　

▼
教
育

振
興
運
動
に
よ
る
健
全
な
青
少
年
の

育
成　

▼
利
用
し
や
す
い
社
会
教
育

施
設
の
運
営
管
理　

▼
町
立
図
書
館

の
蔵
書
と
図
書
館
機
能
の
一
層
の
充

実　

▼
読
書
の
つ
ど
い
等
の
各
種
事

業
を
展
開　

▼
「
か
る
ま
い
交
流
駅

（
仮
称
）」
開
館
準
備

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興

▼
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
促
進　

▼

健
康
づ
く
り
事
業
と
連
携
し
た
事
業

を
推
進　

▼
町
民
体
育
祭
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
を
開
催　

▼
各
種
団
体
が

主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援　

▼
町
民
文
化
祭
、郷
土
芸
能
発
表
会
、

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
を
各

団
体
と
共
同
開
催　

▼
郷
土
芸
能
活

動
や
後
継
者
の
確
保
な
ど
を
継
続
支

援　

▼
埋
蔵
文
化
財
な
ど
貴
重
な
文

化
遺
産
の
適
切
な
記
録
・
保
存

■会計別当初予算額
会計名 当初予算額 対前年度
一般会計 73億5,200万円 1.2%

特別会計

国民健康保険特別会計 11億656万円 △0.7%

後期高齢者医療 1億2,392万円 22.1%

介護保険 2,689万円 △0.4%

下水道事業 1億889万円 △7.1%

水道事業 6億3,262万円 △3.7%

総 額 93億5,088万円 0.7%

令和４年度一般会計当初予算

73億5,200万円
本年度の町づくりにかかる予算は、昨年度から
8,600万円の増額となりました。予算の概要に
ついてお知らせします。

一 般 会 計 の 歳 出 一 般 会 計 の 歳 入

民生費(20.9%)
15億2,152万円

町税(17.1%)
12億5,520万円

地方交付税(36.1%)
26億5,700万円

繰入金(8.7%)
5億4,337万円

町債(13.9%)
10億2,260万円

国庫支出金(13.0%)
9億5,383万円

県支出金(4.7%)
3億4,555万円

地方消費税交付金(2.5%)
1億8,500万円

地方譲与税(1.4%)
1億270万円

依存財源その他(0.4%)
2,710万円

自主財源その他(2.0%)
1億4,984万円

諸収入(1.5%)
1億981万円

商工費(16.1%)
11億6,895万円

総務費(12.2%)
8億8,718万円 

公債費(11.9%)
8億6,081万円

土木費(8.7%)
6億3,319万円

教育費(8.0%)
5億8,233万円

衛生費(8.7%)
6億3,442万円

消防費(4.0%)
2億9,074万円

農林水産業費(8.2%)
5億9,510万円

議会費(1.1%)
8,042万円

その他(0.2%)
1,134万円

予 算

　

令
和
４
年
度
予
算
は
、
３
年
度
目

と
な
る「
か
る
ま
い
交
流
駅（
仮
称
）

整
備
事
業
」
や
「
公
営
住
宅
整
備
事

業
」、「
高
齢
者
ご
み
出
し
支
援
事
業
」

の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
等
に
よ
り
、
昨
年
度

に
比
べ
１
・
２
％
、
８
６
０
０
万
円

増
の
73
億
５
２
０
０
万
円
の
予
算
額

と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
償
却
資
産
に
係
る
課
税

標
準
額
の
増
に
よ
り
固
定
資
産
税
の

１
億
１
０
０
０
万
円
余
り
の
増
を
見

込
む
ほ
か
、
町
税
の
確
保
や
適
正
な

受
益
者
負
担
を
お
願
い
し
つ
つ
、
ふ

る
さ
と
納
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

　

歳
出
は
、
事
業
目
的
の
達
成
度
や

費
用
対
効
果
の
検
証
に
よ
る
事
務

事
業
の
見
直
し
、
地
域
活
性
化
や

福
祉
の
向
上
、
教
育
環
境
の
充
実

な
ど
、
優
先
的
事
業
へ
の
重
点
配

分
に
努
め
予
算
編
成
し
ま
し
た
。

３
億
６
０
０
万
円
余
り
の
財
源
不
足

に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
に
よ

り
調
整
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
財
政
運
営
は
、
将
来
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
一
層
効

率
的
な
予
算
執
行
に
努
め
て
い
き
ま

す
。（
施
政
方
針
よ
り
要
約
）

町定例議会で菅波俊美教育長が示した令和
４年度教育行政方針の要旨をお伝えします。

令和４年度

教育行政方針

9 広報かるまい

令和４年度の主要事業

県立軽米高校の質の高い学習活動への支援や
通学支援を拡充し、魅力ある学校づくりを支

援します。県立軽米高
校の教育活動を充実さ
せることを目的に実施
します。

軽米高校教育振興会支援事業
　予算額1,564万円
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広
報
か
る
ま
い

○ 

毎
月
第
２
水
曜
発
行
（
原
則
）

○ 

町
の
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
報
告
、
投
稿

写
真
も
ま
と
め
て
確
認
可
能
。

○ 

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
頑
張
る
「
軽
米

の
輝
き
人
」
も
紹
介
☆

か
る
ま
い
テ
レ
ビ

○ 

町
の
出
来
事
を
ニ
ュ
ー

ス
形
式
で
、
映
像
で
分

か
り
や
す
く
お
届
け
。

○ 

町
内
で
開
催
さ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
・
行
事
も
放
送

し
て
い
ま
す
。

○ 

番
組
の
合
間
に
は
文
字

放
送
で
お
知
ら
せ
を

キ
ャ
ッ
チ
！

情
報
無
線
放
送

○ 

平
日
の
朝
と
夕
方
、
町
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
放
送

○ 

市
街
地
へ
の
ク
マ
出
没
や
、
断
水
な

ど
の
緊
急
情
報
も
随
時
発
信

※ 「
あ
れ
何
だ
っ
け
」「
聞
き
取
れ
な
か
っ

た
」　

聞
き
直
し
た
く
な
っ
た
ら
…

↑

　

 『
再
放
送
』
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
直

近
３
回
分
の
放
送
を
聞
き
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）

○ 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
・

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
信
中
！

○ 

町
の
出
来
事
や
、
魅
力
が
潜
む
写
真
を

随
時
発
信
。

○ 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
通
知
も
届
き
ま

す
。
受
け
ら
れ
る
支
援
情
報
・
制
度
変

更
情
報
を
逃
さ
な
い
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○ 

暮
ら
し
の
情
報
、
町
の
実
施
事
業
を

随
時
更
新
！

○ 

目
的
ご
と
に
検
索
で
き
ま
す
。

○ 

広
報
か
る
ま
い
＆
お
知
ら
せ
版
も
い

ち
早
く
公
開
。

○ 

ア
ク
セ
ス
は「
軽
米
町
」

で
検
索
、
ま
た
は
下
の

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
！

広
報
か
る
ま
い
お
知
ら
せ
版

○ 

毎
月
第
２
・
４
水
曜
発
行
（
原
則
）

○ 

暮
ら
し
の
情
報
や
町
か
ら
の
お
知
ら

せ
を
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町
の
情
報
は

こ
こ
か
ら
確
認
‼

AttentionAA町のイメージキャラクターも

魅力を発信していきます‼

軽米町

軽米町

アカウント名：

アカウント名：

アカウント名：

karumai_offi cial

ココを押すと
聞き直せます！

　

近
年
で
は
情
報
通
信
技
術
が
急
激
に
発
達
し
、
い
ろ
い
ろ
な
手
段
で

情
報
や
ニ
ュ
ー
ス
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
合
わ
せ
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
町
の
出
来
事
を
発
信
す
る
手
段
も

拡
大
し
て
い
ま
す
。
町
の
情
報
を
知
り
た
く
な
っ
た
際
は
、
こ
こ
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　イラストや着ぐるみを使用したい場合は、産業振
興課・商工観光担当まで申請ください。
　 要件や申請書などは、
http://pr.quel.jp/om.php?ds=vmuso
または右の２次元コードから確認！

※ 申請後１週間程度の審査期間をいただきます。申
請はお早めに！
■ 問い合わせ
産業振興課・商工観光担当　☎46-4746

「稗
ひえ

シマ」から生まれた
といわれる稗の妖精。
町のホームページを広め
るために誕生し、今では
町の情報を発信しよう
と、元気いっぱい各地に
奔走しています。

晴山小学校４年生が考案
した、町の特産「サルナ
シ」がモチーフの新キャ
ラクター。当人曰く「転
ぶと起き上がれない」ら
しいので、優しく接して
あげよう。

町の特産「アマランサ
ス」を模した女の子で、
左手の虫食いがチャー
ムポイント。ヒエポン
と一緒に各地へ、時に
は東京にも行き軽米を
アピール。

ヒエポン

かるるん

さるなっし～

↑ トップページから表示画面を下
に動かすと、上の画面のように
目的別に情報を探せます。

11 広報かるまい
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退
職
者新

採
用
職
員

再
任
用

■令和４年度　役場の組織体制と主な業務（４月１日付）
※「新採用職員」「担当課長級以上への昇格者」「課をまたぐ異動のあった者」は太字で標記

課室等名

課室等名

所属職員名

所属職員名

主な業務

主な業務

連絡先

連絡先

町 長　山本　賢一

教育長　菅波　俊美

総合窓口担当
担当課長
小林　千鶴子

工藤　美紀子 川崎　彩香
川原木　純二

山下　善昭 古里　結美
遠藤　樹 山下　海斗
工藤　剛 田中　裕子

鶴飼　義信 藤田　直行
玉舘　透 工藤　正弥

大村　亮憲 坂本　隆磨
福田　丈幸 吉岡　靖
小林　誠（選挙管理委員会事務局併任）
川原　愛実（ 〃 ）

山下　博之 野中　翔平
川島　康夫

上村　利広 紫葉　優樹
大渡　陽春 小笠原　亨

菊地　光史 大川　訓寿
関向　幹也 久保田　史葉
戸田沢　光彦 古舘　義明

永井　重德（二戸地区広域行政組合）
堀米　豊樹（社会福祉協議会）
外山　充 （ 〃 ）
杉浦　謙二（ 〃 ）

小野寺　繭子 小野家　佳祐
皆川　椋太 小林　浩

玉舘　博一 小笠原　信也
工藤　航也 苅敷山　佳樹
坂下　浩志

関向　哲志 笹山　泰嵩
下谷地　さくら 蛇口　彩菜

兼田　一史 福田　浩司

竹林　亜里 松坂　俊也

山田　のぞみ 紫葉　敬太
橋本　邦子

庁舎案内 戸籍
住民票 マイナンバー
印鑑登録 人権擁護
パスポート 出張所

町民バス・コミュニティバス
公聴・広報 移住・定住
秘書 ふるさと納税
統計調査 協働参画

農業の担い手 農道
ダム 田・畑
農業委員 農地利用

人事・職員給与 区長文書
防災・消防 予算編成・管理
工事入札 告知端末
ホームページ 庁舎管理

山林・林道 畜産
葉タバコ ホップ
飼料米 作物被害

除雪 町道
橋 街灯
河川 町営住宅

学校教育 スクールバス
学校給食 育英奨学金
教育相談 学校施設

観光イベント 観光施設
中小企業支援 地場産業支援
イメージキャラクター

下水道 浄化槽
水道開栓・閉栓

社会教育 体育館・運動場
図書館 文化財
青少年健全育成 国際理解

再生可能エネルギー 企業誘致

町議会 議事録 議会報

住民税 軽自動車税
国民保険税 固定資産税
課税証明書 確定申告
土地の分筆 ナンバープレート

☎46-4735

☎46-4738

☎46-2111

☎46-4739

☎46-4740

☎46-4741

☎46-4743

☎46-4746

☎46-4742

☎46-4744

☎46-2115

☎46-4745

町民生活担当
担当課長
戸草内　和典

菅原　里枝 小野寺　悟
小森　貴大 明岡　寿

紫葉　千賀子 川島　幸徳
佐々木　莉沙

松山　篤 吉岡　靖 堀米　豊樹 外山　充
杉浦　謙二 橋本　邦子 小林　千鶴子 川原木　純二
佐々木　久 大清水　一敬 川島　康夫 小林　浩
坂下　浩志 福田　浩司 梅木　勝彦 戸田沢　光彦
古舘　義明 野中　恵美子 新井田　直子 於本　一則
長坂　佐知子 平船　シズエ

ゴミ収集 防犯
交通安全 国民年金
保険証 医療費
火葬場 犬の予防注射

納税相談 滞納整理
町会計 県証紙販売

☎46-4734

町民生活課
総括課長
橋場　光雄

課税担当
担当課長
古舘　寿德

環境整備担当
担当課長
神久保　恵蔵 福祉担当

担当課長
小笠原　隆人

収納・会計担当
担当課長

日山　一則（兼任）

上下水道担当
担当課長
寺地　隆之

健康づくり
担当

担当課長
工藤　晃子

花のまち
軽米こども園

園長
小林　留美子

小軽米保育園
園長

中村　由季

晴山保育園
園長

下斗米　敏

健康ふれあいセンター
所長　小笠原　隆人（兼任）

工藤　美
み き こ

紀子
（39歳、蓮台野）

門前　拓
ひろ き

希
（22歳、門前）

皆川　椋
りょうた

太
（18歳、仲軽米）

竹林　亜
あさ と

里
（36歳、中村）

瀧澤　里
り な

奈
（27歳、蓮台野）

玉舘　祐
ゆう と

斗
（21歳、本町）

再生可能エネルギー推進室
室長　福島　貴浩（兼任）

議会事務局（課員は監査委員事務局併任）

局長　関向　孝行（監査委員事務局長併任）

派遣

税務会計課
総括課長
日山　一則

地域整備課
（水道事業所）

総括課長
中村　勇雄

（水道事業所長併任）

健康福祉課
総括課長
工藤　薫

企画担当
担当課長
野中　孝博

農林振興担当
担当課長
鶴飼　靖紀

商工観光担当
担当課長
輪達　隆志

総務担当
担当課長
松山　篤

総務課
総括課長
福島　貴浩

（選挙管理委員会
事務局長併任）

産業振興課
総括課長
江刺家　雅弘
（農業委員会
事務局長併任）

教育総務担当
担当次長
輪達　ひろか

生涯学習担当
担当次長
梅木　勝彦

教育委員会
事務局

総括次長
長瀬　設男

梅木　勝彦 松山　篤 橋本　邦子 内城　良子
角田　貴浩 小林　千鶴子 大清水　一敬 工藤　祥子
外山　充 新井田　直子 梅木　久美子 大清水　恵
清藤　文喜 清水　裕輝

☎46-4737

☎46-4736

☎46-4111

☎46-2905

☎45-2680

☎47-2020

☎46-4111

寺地　亜紀子 山田　里美
田代　沙織 小林　真由美
圃田　菜穂実 門前　拓希
大清水　一敬

日向　安子 於本　博之
加藤　美紀 八幡　美紀
古舘　里美 菅波　奈歩
瀧澤　里奈 山道　顕子
古里　京子 佐々木　久

保育

ー ー

山仁　江利子 高田　牧子
金田　奈々 日山　侑香
平船　葵子 金山　晃司
皆川　佳穂莉 中村　里瑚
野中　恵美子 新井田　直子
於本　一則（小軽米保育園、晴山保育園兼務）

安藤　美由紀 吉田　彩香
及川　あずさ 田中　里実
小林　茉莉 長坂　佐知子
平船　シズヱ

榿澤　順子 坂本　麻衣子
増尾　祐子 古川　唯
藤田　由貴子 玉舘　祐斗

下谷地　由美子 介護支援 訪問介護

少子高齢化 生活保護
保育園運営 障がい者支援
介護保険 民生委員
デイサービス

検診 予防接種
母子手帳 献血
健康相談 健康教室

農政企画担当
（農業委員会事務局併任）

担当課長
竹澤　泰司
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　４月から自衛官・一般曹候補生として、町内
から自衛隊に入隊する予定者への激励式が、
３月16日に行われました。式では入隊予定者
へ、軽米町自衛隊家族会から記念品を贈呈。そ
の後入隊予定者を代表し、新井田剛

つよ

志
し

さん（上
河南行政区出身）が「国の防衛のため、一生懸
命働きたい」と抱負を述べました。

を 守 る 決 意 を 表 明
自 衛 隊 入 隊 予 定 者 激 励 式

↓決意表明を述べる新井田さん（写真右）

国
　カシオペア連邦建国30周年を記念し、その
沿革や二戸管内で活動する団体の活動などを紹
介したパネル展（県北広域振興局主催）が、２
月26～27日に中央公民館で開かれました。会
場には一般の観覧者だけでなく町内の団体メン
バーなども来場。パネルを前に思い出話に花を
咲かせるなど、活動を楽しく振り返りました。

れ ま で を 振 り 返 る
カ シ オ ペ ア 連 邦 記 念 パ ネ ル 展こ

↓パネルの前で町内団体の活動を振り返っていました

　町内各保育施設で、園児の健康を願うひな祭
り会が行われました。３月２日には花のまち軽
米こども園で行われ、園児がお手製の雛人形を
披露。製作で頑張ったところや、お気に入りの
部分を発表しました。その後はクイズを楽しみ
ながら、雛人形を飾るようになった由来を学ん
でいました。

慢 の 雛 人 形 を 披 露
ひ な 祭 り 会  IN 軽 米 こ ど も 園自

↓作り上げた雛飾りを披露する園児

今月の話題Town Topics

　２月21日、『カラコシャク星人』を名乗る
匿名の人から小軽米小学校へランドセル２個が
寄贈されました。高橋利

とし

明
あき

校長は「地域と交流
の機会がない中、心を寄せていてくれているこ
とを実感した」と感謝を表明。ランドセルは３
月４日に町社会福祉協議会へ届けられ、今後は
同協議会から県内で必要な人へ贈呈されます。

を 寄 せ て い て く れ 感 謝
善 意 の ラ ン ド セ ル 寄 贈

↓町社会福祉協議会にランドセルを届ける高橋校長（写真右）

心
　軽米町議会３月定例会で、任期満了に伴う固
定資産評価審査委員の選任に関する同意案が可
決され、本田芳

よし

廣
ひろ

さん（観音林南）が選任され
ました。任期は令和７年３月12日まで。固定
資産評価審査委員は、町とは独立した中立的・
専門的立場から、固定資産の価格（評価額）が
適正かどうかの審査を行います。

田 さ ん を 選 任
固 定 資 産 評 価 審 査 委 員

↓選任された本田さん

本

　町の活性化について、軽米高校１年生が独自
のテーマで取り組んできた調査や研究の発表会
が、２月24日に行われました。テーマは町の
魅力発信や公園の整備、駄菓子屋の設置の可能
性など。自分たちで調査しさまざまな成果や課
題を学び取った生徒たちは、２年生になっても
同じテーマで探求を続けていきます。

自 テ ー マ で 軽 米 を 探 求
軽 高 １ 年 生 地 域 探 求 発 表 会

↓写真も交え発表する生徒たち

独

歩 進 む た め の 門 出
卒 業 式 ・ 卒 園 式一

３　50回目の節目となった軽米中学校の卒業式。卒業生69人が、それぞ

れの進路へ進む決心を表情に出しながら証書を受け取りました。

４　生徒会長を務めた佐々木真
ま

菜
な

香
か

さんが、卒業生を代表し「ここにい

る仲間たちは、３年間で得た一生の宝物です。これから私たちは、それ

ぞれの目標に向かって別々の道を歩んでいきます。」と答辞を述べました。

１　晴山小学校卒業式での一幕。卒業生17人が保護者を前に、日頃

の感謝と中学生になる決意を伝えました。

２　花のまち軽米こども園では、記念すべき１回目の卒園式。24人

が保育証書を受け取りました。

３

４

　町内の各学校と保育施設で３月１日から24
日にかけて、卒業式、卒園式が行われました。
卒業生・卒園児は、一歩先のステージへ進むた
めの門出に臨み、お世話になった人たちに成長
した姿を見せました。

１ ２
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宮 沢 歯 科 医 院
健康は『健口』から

≪診療科目≫
一般歯科
口腔外科

診療時間 月 火 水 木 金 土
９:00 ～ 12:00 ● ● ● ● ● ●

14:00 ～ 18:00 ● ● ● 休 ● ●

※予約制・当日予約可 休診日　日曜・祝日　第１, ３土曜日

  ☎0195-46-2953
九戸郡軽米町軽米8-105宮沢歯科医院　軽米町
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☎４６－３６８０☎４６－３６８０軽米町大字軽米11-127-4

折詰・弁当・オードブルにお気軽にお電話ください。

テイクアウト予約承ります
純和鶏（唐揚げ・焼き鳥）

手造り
仕出し

17 広報かるまい

１号広告（本枠）
　〇白黒　　4,000円　
　〇カラー　6,000円

２号広告（横幅が本枠の倍）
　〇白黒　　     8,000円
　〇カラー　12,000円
※半年以上の連続掲載で割引あり。

問い合わせ　kouhou@town.karumai.iwate.jp

広告募集

16Apr_2022Vol. 757

業を目前に控えた２月17日と25日、３
年生は社会人として求められるマナーや

振る舞いを学ぶ「社会人講座」と、TPOに応じ
た服装や装身具の選び方を学び、社会人としての
意識を高める「身だしなみ講座」を受講しました。
　３月１日には卒業式を実施。感染症対策のため
在校生はオンライン中継で参加し、先輩の門出を
各教室で見送りました。金濱千

ち

明
あき

校長は「『自由・
責任・判断』の３つが大人として求められる」と
はなむけの言葉を送りました。卒業生代表の圃

はたけだ

田
咲
さ

弥
や

さんは高校３年間を「友人や家族、教職員に
支えられた」と振り返り、後輩への励ましと期待
の気持ちを述べました。コロナ禍に耐えながらも
大きく成長し、この日を迎えた卒業生45人の今
後の活躍を期待しています。

年４月に着任してから、あっという間の
１年に感じました。夏は涼しいと聞いて

いたのに「岩手県内最高気温は軽米町の35.1度」
だったり、冬は県内でも最低気温ベスト３だった
りと軽米の気候を身にしみて感じました。本当に
寒い日は鼻の中が凍りました。
　コロナ禍ではありましたがチューリップフェス
ティバルも開催され、着任早々てんやわんやだっ
たことが懐かしく思います。
　今年度は町の特産品を使用した新商品開発や、
新メニューの導入などに精力的に取り組みます。
その中で、取り組みに携わる人々との出会いや繋
がりがとても大事だと思っています。さらにたく
さんの良き出会いを求めて活動していきますの
で、よろしくお願いします。

今年度もヨロシクです！卒業を迎えました

音更ら～麺　いただきます

元食材を使った『おとぷけ給食』が、町

内の保育園・所で行われました。今回の

食材はブロッコリー。メニューは地場産の小麦粉

をブレンドした生地にブロッコリーの乾燥粉末を

練り込んだ『音更ら～麺』です。木野北保育園

では食べた園児から次々とおかわりの声があが

り、中には３回おかわりする子もいました。内山

朔
さくたろう

太朗さんは「ブロッコリーだって分からなかっ

たけど、おいしかった」と笑顔で話してくれました。

↑おいしく食べる園児たち

↑今年度の意気込みを全身で表現「頑張るぞ～」

地域おこし協力隊隊員　　丸本　順

北海道音
おとふけちょう

更町
十勝平野のほぼ中央に位置し、人口約43,000人。自然豊かでじゃがい
もや玉ねぎなどが特産。当町とは、1985年10月31日から姉妹提携し、
小学生の宿泊研修やイベントなどで相互交流を行っている。応援大使は、
同町出身で日本テレビアナウンサーの滝菜月さん。

地

卒 地域おこし協力隊通信軽高だより

姉妹町だより

関係団体からのお便りRelated Group's Message

昨
←
卒
業
式
後
、
証
書
を
手
に
記
念
撮
影

→ 

社
会
人
の
準

備
も
怠
り
ま

せ
ん
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子どもたちの夢を紹介して応援するコーナー

夢・希望・えんぴつ
Dreams  come  trues

委員会活動と
体力づくりを頑張りたい。

清藤　雄
ゆう

賀
が

 さん（小軽米小学校６年）

夢・希望・えんぴつ
Dreams  come  trues

みんなのひろば

ガムを飲んじゃった！　トイレ
の紙がない！？　突然降りかか
る様々な大ピンチを、レベルや
なりやすさ、きりぬけかたなど
と一緒に楽しく紹介。

４月１日の“エイプリルフール”
は、大正時代に欧米から伝わり
ました。あくまで“ユーモアの
日”で、みんなが楽しく幸せな
気持ちになることが前提です。
今月は、うそにまつわる物語や
心の本などを展示しましたので
ご利用ください！

↓このポップが目印！
作/鈴木のりたけ　（小学館）

大ピンチずかん

児　童　書 テーマ図書展

うそ
４月30日まで

久坂寫眞館の社長・重
じゅう

の撮る写
真には、幽霊みたいなものが写
り込んでしまう。新米カメラ
マンの樹

じ ゅ り

里と“動画”を試した瞬
間、思いもよらないことが――

花咲小路二丁目の寫
しゃ

眞
しん

館
かん

著/小路幸也　（ポプラ社）

一　般　書

図書館だより
News  from  library

精神科医Tomyが教える

１秒で不安が吹き飛ぶ言葉
著/精神科医Tomy　（ダイヤモンド社）

　新しい環境が不安、状況を変えられず辛い…春
は、もやもやする事も多い季節かもしれません。
ストレスを減らすには、寂しいとき、人間関係に
ついて、何となく考えていたことが端的に書かれ
ていて、やっぱりそうか、これでいいんだなと思
えました。文字が大きく疲れないのもポイント。
　「期待しなければ怒らないで済む」、確かに。
200以上の言葉、きっとどれかが腑に落ちて体を
軽くしてくれる、そんな一冊です。

■図書館司書Ｓさん　お気に入りの一冊

 

町文化協会　北光吟社　２月例句会
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Unique  poems

図書館司書のおすすめ本と今月の新刊を紹介します
図書館利用案内　▶貸出冊数：１人10冊まで　
　　　　　　　　▶貸出期間：２週間以内

みんなのひろば

　ぼくは、４月から６年生になります。６年生
での目標は「委員会活動を頑張ること」と「た
くさん体を動かすこと」です。
　委員会活動を頑張る目標では、図書委員長に
なるので、みんなにたくさん本を読んでもらえ
るように呼びかけていきたいです。また、話し
合いや児童総会でも意見を出せるようにしたい
です。
　体を動かす目標では、スポ少のテニスを頑張
りたいです。学校の水泳や陸上でも上位を狙え
るよう、今から体力づくりをしていきたいです。
※文章作成及び写真撮影は３月15日取材当時のものです。
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暮らしの情報Lifestyles Information

保険料は納期限までに
納めましょう！

みんなの国民年金

医師への道

軽米病院だより

付書」「クレジットカードでの納付」「イン
ターネットなどを利用しての納付」「口座
振替」があります。
※ 所得が少ないなど保険料の納付が困難な
場合は、保険料が免除・猶予される制度
があります。
※ 納付義務者は被保険者本人、連帯して納
付する義務を負う配偶者及び世帯主です。
■ 問い合わせ
ねんきん加入者ダイヤル
　☎0570-003-004
二戸年金事務所　☎23-4111
町民生活課・町民生活担当　☎46-4734

　医師になるには、医学部入学という狭き
門を通る必要があります。優秀な学生でも
一発で受からないことも多く、他の学部を
卒業したり社会に出てから入る人もいま
す。むしろ回り道をした人生経験が医師に
なってから役立つこともあります。
　医学部は奨学金制度が充実しており、そ
れを利用すれば他の学部よりも学費がかか
らない場合もあります。岩手県の奨学金は、
借りた期間の1.5倍程度県立病院か市町村
立の病院で働けば返還免除となります。
　医師への道を志す人が、地元からもっと
出てきてほしいと思います。

和４年４月分から令和５年３月
分までの国民年金保険料は月額

16,590円です。納付期限は法令で「納付
対象月の翌月末日」と定められています。
納期限までに保険料を納めないと、障害基
礎年金や遺族基礎年金を受給できない場合
がありますので、忘れずにお納めください。
納付方法は「日本年金機構から送られる納

師という職業は少し遠い存在かも
しれませんが、高齢者が増え、そ

れに伴い病気の診療や看取りも増える社会
情勢にあって、なくてはならないものです。
　元々日本は他の先進国と比較して医師が
少なく、中でも岩手県は日本で最も医師が
少ない県です。地元からもっと多く医師を
育てる必要があります。

令

医

４月からの
町のイベント情報軽米病院元院長　横島　孝雄（３月31日付転任）

産業振興課からのお知らせ
年度も町の魅力を伝えるイベント

を、たくさん予定しています！

※感染症の状況により変更の可能性あり。

■問い合わせ

産業振興課・商工観光担当　☎46-4746

本
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プ ラ イ フ ー ズ 株 式 会 社  軽 米 工 場

従業員募集 週１回から
短時間でも
構いません

一緒に働こう!!

従業員・アルバイトを募集しています。まずは、お気軽にお電話ください。
軽米町大字上舘第20地割1-2　☎46-2421　FAX: 46-4274（担当：青木まで）
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イベント名 場所 日付 内容

５月
森と水と

チューリップ
フェスティバル

雪谷川ダム
フォリスト
パーク・軽米

３日(火) ステージイベント（オープニングセレモニー）

４日(水) 林業振興まつり

６月
折爪岳

山開き登山
折爪岳 ５日(日)

ミレットパークから折爪岳山頂まで登山します。
山頂でおいしいご飯を食べましょう！

７月
森林ウオーキング

 in 折爪岳

折爪岳・
ミレットパーク

周辺
10日(日)

折爪岳山頂からミレットパークまで山下り！　
釣り体験やピザ作り体験なども用意しています。

ヒメボタル観賞会 折爪岳
15日(金) 折爪岳はヒメボタルの生息地として、県指定天然

記念物に指定されています。幻想的な雰囲気を堪
能してください！16日(土)

かるまい夏祭り
大町・仲町・

荒町

29日(金) ビアガーデン
30日(土) 花火大会
31日(日) ナニャドヤラ流し踊り

ハイキューフォト
ロケーション

町民体育館・
町内

30日(土)
人気漫画「ハイキュー !!」の聖地ならではのイベ
ントを開催！

９月 軽米秋まつり 町中心部

16日(金) 前夜祭
17日(土) 神輿渡御・山車運行
18日(日) 消防演習・軽米音頭流し踊り
19日(月) 神輿還御・山車運行

10月 食フェスタ
 in かるまい

町役場前
特設会場

16日(日)
町の地域産業を支える団体、事業者などが一同に
会する食の祭典です！

11月
かるまい冬灯り
イルミネーション

点灯式

町防災
センター周辺

20日(日)
町の皆さんが飾付けたイルミネーションを点灯。
寒い軽米町のあったかいイベントです♡

令和５年

２月
観光と物産
キャンペーン

八戸市内
25日(土) 軽米町産の新鮮野菜や特産品を町外量販店で販

売。豪華賞品が当たる抽選会も実施します！26日(日)
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写真募集中 軽米町とゆかりのある物・人・場所ならどんな写真でもオッケー !!
写真採用者には、図書カードをお送りします。

①Instagramへの投稿
ハッシュタグ「#かるまいいね」を付けて投稿ください。
②専用フォームでの応募
http://qr.quel.jp/om.php?ds=jugqg
または　右の２次元コードから応募ください。

（「すこやかさん」の応募もコチラから！）

シーズン最後の満喫

投稿者　　ゾノウドさん
撮影日　　2022/2/19
撮影場所　小軽米

　想像以上に思いどおりになる雪質に、気づいたら24個の雪明りを完
成させていました。暗くなったらロウソクを灯して…安心して歩ける通
路作って…と想像しながら作ったので、あっという間の２時間半でした。

投稿者
コメント

お く や み

(二)…二戸市　(軽)…軽米町　(一)…一戸町

２月１日～２月28日 ※敬称略

戸籍の窓口 人 の 動 き
（令和４年２月28日現在、( )内は１月からの累計）

火災・救急
（２月末、( )内は１月からの累計）

交 通 事 故

3,714世帯（－３世帯）

転入  ８人　転出 11人

出生  ３人　死亡 13人

世 帯 数

8,521人（－13人）

男性　4,176人（－８人）

女性　4,345人（－５人）

人 口

 ０件（   ０件）

32件（  70件）

火 災
救 急

 １件（ １件）

 ０人（ ０人）

19件（ 32件）

人身事故
死亡者
物損事故

（２月末、( )内は１月からの累計）

長 瀬 愛
あ い

依 明弘・麻衣子 下新町

南 椿
つ ば き

喜 壮・真理保 観音林東

苅敷山 透
と う ご

梧 佳樹・佑香 下野場

おめでとう

編 集 後 記

▼涙ながらに感謝を告げる人、次
なる目標を強く語る人、笑顔で再
会を誓う人…それまで築かれてき
た人間関係は、別れの場面で大き
く表れているように思えました。

▼かたや私は引き続き広報担当。
町の情報発信のため、各地に出没
していると思います。 (Tatsuki 
Endo)

　広報かるまいをお読みいただき感謝申し上げます。今後の紙面
作成にあたり問題点を把握・解消するため、アンケート回答への
ご協力をお願いします。（所要時間約１分）
　回答は
　https://logoform.jp/form/MAEf/review_PRkarumai
　または右の２次元コードから。

広報かるまいレビュー
――あなたがつける通信簿

かるまいいね

休日当番医
日 急患 電話 歯科 電話

４/17 一戸内科クリニック(一) 33-2701 小野寺歯科医院(一) 33-3050
４/24 ほそかわ小児科クリニック(二) 26-8100 菅原歯科クリニック(二) 23-1180
４/29 小野寺内科医院(一) 33-2505 右門歯科クリニック(二) 38-2288
５/ １ よこもり眼科クリニック(二) 22-2230 ぽっぽ歯科クリニック(一) 31-1182
５/ ３ 千葉耳鼻咽喉科医院(二) 26-8133 窪島歯科医院(二) 23-2425
５/ ４ かわさきクリニック(二) 26-9900 沢藤歯科医院(二) 25-4002
５/ ５ おりそ内科循環器クリニック(二) 22-2251 右門歯科クリニック(二) 38-2288
５/ ８ 浄法寺診療所(二) 38-2021 國香歯科医院（石切所）(二) 23-2764
５/15 松井内科医院(一) 33-2201 菅原歯科医院(二) 27-3301

苅敷山 輝 美 (56) 下野場

竹 原 政次郎 (90) 和当地

小笠原 宣 子 (60) 向川原

中 野 武 男 (89) 本町

髙 橋 桓 (86) 上野場

佐々木 光 江 (89) 桜山

中 村 フ チ (100) 向川原

於 本 功 (67) 大沢

長 坂 光 子 (88) 観音林東

奥 谷 克 實 (92) 屋敷

新井田 イ ト (88) 沢田

22Apr_2022Vol. 757

皆さんから寄せられた町の魅力を紹介します！

応募方法応
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見やすくよみまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

広報かるまいは、
環境に配慮した用紙を使用しています。

　

昨
年
８
月
の
第
68
回
岩
手
県
相
撲
選
手
権
大
会

（
岩
手
県
相
撲
連
盟
、
㈱
岩
手
日
報
社
主
催
）
団

体
戦
で
、
九
戸
・
久
慈
合
同
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
優
勝
に
貢
献
し
た
の
は
、

古
舘
文ふ

み

明あ
き

さ
ん
と
菅
波
永は
る
かさ

ん
。
大
会
の
無
い
冬

の
期
間
も
、毎
週
日
曜
日
に
稽
古
を
重
ね
て
い
る
。

　

古
舘
さ
ん
は
東
北
総
合
体
育
大
会
９
回
、
国
民

体
育
大
会
４
回
出
場
の
実
績
を
持
つ
。
し
か
し
そ

の
道
の
り
は
簡
単
で
は
な
く
、「
目
標
の
大
会
で

敗
退
す
る
と
、
ま
た
１
年
間
同
じ
努
力
を
重
ね
る

の
が
つ
ら
か
っ
た
」
と
苦
労
を
明
か
し
た
。
そ
し

て「
今
年
も
県
相
撲
選
手
権
大
会
優
勝
を
目
指
す
。

10
回
目
の
東
北
総
合
体
育
大
会
出
場
、
そ
し
て
国

体
出
場
も
成
し
遂
げ
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
の
目
標

を
定
め
た
。

　

そ
の
古
舘
さ
ん
に
誘
わ
れ
た
こ
と
で
、
菅
波
さ

ん
も
昨
年
か
ら
相
撲
を
始
め
た
。
小
学
生
時
代
か

ら
長
ら
く
剣
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
菅
波
さ
ん
だ

が
、
相
撲
の
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
く
に
つ
れ
相

撲
の
楽
し
さ
を
見
出
し
「
こ
れ
か
ら
も
『
二
刀
流
』

で
続
け
て
い
き
た
い
」
と
満
足
げ
だ
っ
た
。
今
後

の
抱
負
を
尋
ね
る
と
「
東
北
総
体
の
代
表
入
り
を

目
指
す
」
と
屈
託
の
な
い
表
情
で
決
意
を
明
か
し

た
。

▼眼光鋭く立ち合いに臨む２人　町勤労福祉センター内相撲場にて（３月６日撮影）▼

軽 米 町 郷 土 相 撲 選 手

古 舘　 文 明 さ ん

F U R U D A T E 　 F U M I A K I

軽 米 町 郷 土 相 撲 選 手

菅 波　 永 さ ん

S U G A N A M I 　 H A R U K A

軽米の輝き人 vol.13　　One and only brill iance

10
回
目
の
東
北
総
体

出
場
を
成
し
遂
げ
る

今
は
相
撲
も
楽
し
い

『
二
刀
流
』
で
続
け
た
い
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